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「昭和２（１９２７）年２月２５日、荘川村の黒谷校下・同２６日新渕校下・同２７
日中野校下に始めて電燈がついた。然し六厩地区その他一部に会社は言を左右にして約
束を履行しなかった。今までのあん燈やランプなどの照明から便利な電気に変わる」

↑でようやく荘川村では一部地区を除いた地区に電灯がつきました。昭和になって２

年目のことです。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「昭和３（１９２８）年、新谷泰助がオートバイで白川村に乗り入れている」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　「昭和５（１９３０）年、郡上より宮房自動車が入って来て荘川村牧戸地区に営業所
を設け、主として郡上方面へ乗合兼タクシー営業を始めた。同年清見自動車も牧戸～高
山間の運行をはじめた」

↑でようやく白川村へ向かうための荘川村牧戸を起点とした、「牧戸～白鳥間」と、

「牧戸～高山間」の自動車を利用した一般の出入りが可能となりました。４年前に完成

した平瀬発電所への資材運搬道路により、牧戸～平瀬間の道路幅事情はよくなっていま

す。ですが、平瀬～荻町～鳩谷間の道路事情については記録がなく不明です。

　昭和５（１９３０）年、白川村御母衣地区に電気が通じていた。↓の写真で、白川村

御母衣地区の遠山家の電気事情は、昭和５(1930)頃撮影写真で遠山家の右角に郵便受付

業務をする建物があり、この入口野外上に電球用の丸い照明器具が付いているのが確認

できるので、電灯がありました。荘川村に電灯がついたのが昭和２（１９２７）年です

から、これと同じ頃か、これより以前に御母衣地区では電気が引かれていたと思われま

す。
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　「昭和８（１９３３）年、白川村の鳩谷郵便局で電信・電話事業を開始」

　↑で、白川村といっても平瀬地区から、荻町・鳩谷地区まであり（白川村のもっと

も北が小白川地区ですが）昭和８（１９３３）年時点で平瀬地区には電気がきています。

　では、荻町・鳩谷地区に電気がきていたかどうかは記録がなく、また聞取り調査を

していないので不明なのです。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　「昭和９（１９３４）年、越美南線、北濃駅まで開通する」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「昭和１０（１９３５）年５月に、ブルーノタウトが白川村を訪問する」

↑の時、白川村御母衣地区の遠山家を見学しています。ブルーノタウトは、自動車で
来て荻町の宿に泊まったそうで、白川村の切妻合掌造り民家を案内したのが松古氏（３

２歳）だそうです。それと、ブルーノタウト白川村訪問を昭和５年、昭和８年と書いた

本があったという話を聞いたので調べると、『日本美の再発見』S14(1939)年発行と、『日

本タウトの日記 Ⅴ』S34(1959)年8/20発行岩波書店（篠田訳）とも、ブルーノタウト

の白川村訪問は、昭和１０（１９３５）年５月でした。

　「平瀬歩危」白川村平瀬地区～荻町～鳩ヶ谷間の道路状況で、平瀬地区の北に「平瀬

歩危」があります。↓の写真からすると「平瀬歩危」の通行は歩きがやっとで、歩危道

の右下は、庄川という川です。この平瀬歩危の上に山道があったそうでまた、庄川東の

木谷地区への回り道もあり、平瀬歩危の迂回路が計２ヶ所ありました。自動車がどちら

の道を走行していたのかは未確認です。
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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